
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

教室の内容や運営などは食生活改善推進協議会を中心に実施している。今後も食生活改善推進協議会には地域の健康づくりリーダーとして、活
動を広げてもらえるよう支援が必要である。

実績値 目標値

20

50

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財 20

397

40需用費

その他

8 12

40 40

380 388

400

担当部課名 健康21推進事業島ヶ原支所　健康福祉課

360 360

0.05 0.05 0.05

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

・健康の保持増進・食生活の改善に関心を持つ市民
・小学生と保護者

事業名

基本施策

548

伊賀市　事務事業評価シート

・健康に配慮した食生活が定着する
・親子のふれあいの場と食生活への関心を持つきっかけづくり
・日常的に健康に配慮した食生活を送る。

成果（どうなるのか）

健康づくり推進事業

○食生活改善推進協議会を中心に食生活を見直す教室を実施した。
糖尿病予防
高脂血症予防
バランス料理
ヘルシーおせち料理
○親子のふれあいと食育を目的に親と子の料理教室を夏休みに実施した。

終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

37

360

389

37

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

16

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

3

3

3

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

400

活動指標

食生活改善教室実施回数 回 440

1親子ふれあい料理教室回数 回

55

20

食生活改善教室参加者数 人
42

目標

親子ふれあい料理教室参加数

20

住民が食を通じての健康づくりにどの程度関心があるかを判断す
る

50

50

A

総合評価
事業を現状維持する。
参加者に固定化が見られるが参加者は食生活改善に対して積極的である。食生活改善推進協議会会員
による地域での普及活動をさらに推進し、地域での独自事業につなげていくことを考える。

人
17

目標

H18（目標）指標設定の考え方

親と子が食生活や健康にどの程度関心があるかを判断する

1 10万市民の健康を維持する

コード 名               称 名            称コード

01

01
04

一般会計
衛生費
保健衛生費
保健衛生総務費

会計
款

単位

01
項
目

H19（目標）H17

０５９５－５９－２１６３連絡先
106
02

細目

正規職員     （人）

健康づくり推進事業脇坂　長充 細々目

H18 H19

1 1


